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日
米
軍
事
同
盟
打
破

日
米
軍
事
同
盟
打
破

日
米
軍
事
同
盟
打
破

日
米
軍
事
同
盟
打
破

日
米
軍
事
同
盟
打
破

基
　
地
　
撤
　
去

基
　
地
　
撤
　
去

基
　
地
　
撤
　
去

基
　
地
　
撤
　
去

基
　
地
　
撤
　
去

　
1

2
月

8
日

～
1

0
日

　
山

口
県

と
広

島
に

於
い

て
日

本
平

和
大

会
が

開
か

れ
ま

す
．

以
下

行
事

・
オ

プ
シ

ョ
ン

日
程

と
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

各
平

和
の

会
・

平
和

委
員

会
は

代
表

を
派

遣
し

全
国

の
運

動
に

学
び

、
全

国
の

仲
間

と
大

い
に

交
流

し
ま

し
ょ

う
。

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

1
2

月
8

日
(金

)

　
(A

)　
呉

・
岩

国
基

地
調

査

1
3

時
宇

品
港

一
貸

切
船

で
海

上
調

査
一

1
6

時
3

0
分

岩
国

新
港

参
加

費
3

,8
0

0
円

・
定

員
1

3
0

人
*別

途
、

交
通

費
4

0
0

円
必

要

（
B

）
岩

国
基

地
調

査

1
3

時
JR

岩
国

駅
一

岩
国

基
地

一
1

7
時

市
民

会
館

参
加

費
3

,0
0

0
円

・
定

員
5

0
人

（
ｃ

）
宮

島
交

流
・

散
策

1
3

時
宮

島
口

ー
大

聖
院

で
交

流
一

散
策

一
1

6
時

3
0

分
宮

島
ロ

参
加

費
1

0
0

0
円

・
定

員
6

0
人

*
（

A
）

と
（

B
）

は
、

バ
ス

の
手

配
の

関
係

で
第

1
次

締
め

切
り

を
1

1
月

1
6

日
と

し
ま

す
。

     
さ

か
い

平
和

の
会

さ
か

い
平

和
の

会
さ

か
い

平
和

の
会

さ
か

い
平

和
の

会
さ

か
い

平
和

の
会

3
2
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3
2
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3
2
0

3
2
0

3
2
0
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あ
つ

め
る

。
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あ
つ

め
る

。
筆

あ
つ

め
る

。
筆

あ
つ

め
る

。
筆

あ
つ

め
る

。
　

　
茨

城
の

空
に

米
軍

機
は

い
り

ま
せ

ん
―

要
請

書
―

　
　

茨
城

の
空

に
米

軍
機

は
い

り
ま

せ
ん

―
要

請
書

―
　

　
茨

城
の

空
に

米
軍

機
は

い
り

ま
せ

ん
―

要
請

書
―

　
　

茨
城

の
空

に
米

軍
機

は
い

り
ま

せ
ん

―
要

請
書

―
　

　
茨

城
の

空
に

米
軍

機
は

い
り

ま
せ

ん
―

要
請

書
―

　
先

日
の

第
2

回
理

事
会

で
確

認
し

た
｢
米

軍
機

来
る

な
茨

城
実

行
委

員
会

｣
か

ら
提

起
さ

れ
た

茨
城

の
空

に
米

軍
機

は
い

り
ま

せ
ん

―
内

閣

総
理

大
臣

宛
の

要
請

書
―

の
署

名
，

　
県

全
体

で
1

0
万

名
（

年
内

5
万

名
）

，
平

和
委

員
会

・
平

和

の
会

で
は

1
万

名
（

年
内

5
0

0
0

名
）

を
集

め
よ

う
の

決
定

に
応

え
て

早
速

「
さ

か
い

平
和

の
会

」
（

会
員

数
1

7
名

）
は

さ
か

い

庁
舎

内
を

中
心

に
集

め
ま

し
た

。

　
こ

の
署

名
は

呼
び

か
け

れ
ば

誰
で

も
快

く
署

名
を

し
て

く
れ

る
と

3
0

2
筆

を
県

事
務

所
に

届
け

て
く

れ
ま

し
た

。

　
こ

の
署

名
は

す
で

に
各

地
の

平
和

委
員

会
･
平

和
の

会
に

送
付

し
て

お
願

い
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

が
積

極
的

に
目

標
を

立
て

沢
山

集
め

く

だ
さ

い
。

尚
，

年
内

集
計

し
た

い
と

思
い

ま
す

の
で

事
務

局
ま

で
送

付
く

だ
さ

い
。

　
｢
那
珂
九
条
の
会
」
結
成
の
つ
ど
い

日
時

　
0

6
年

1
1

月
2

6
日

（
日

）
午

後
１

時
3

0
分

～

場
所

　
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
横

堀
　

　
℡

　
2

7
0

-
8

0
7

7

　

※※ ※※※
フ

ル
ー

ト
演

奏
　

　
村

上
　

守
・

真
理

子
さ

ん

※※ ※※※
記

念
講

演
　

　
　

　
｢
憲

法
9

条
の

ね
う

ち
」

　
　

　
　

　
講

師
　

水
戸

翔
合

同
法

律
事

務
所

長
･

                        弁
護

士
　

   谷
萩

　
陽

一
氏

※※ ※※※
戦

争
体

験
談

　
　

２
人

の
那

珂
市

民
の

方
を

予
定

　     連
絡

先
　

那
珂

市
後

台
　

根
本

　
信

正
　

℡
　

2
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5
-
8

8
6
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シ
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シ
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岩
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迎
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総
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開

会
総

会

1
8

時
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0
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時
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分
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国
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分
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会
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分
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時
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廿
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市
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時
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パ
レ
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岩
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会
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時
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分
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ポ
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ウ
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分
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分
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会
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0
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0
1

0
時
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時
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時
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時

～
時

～
1

7
1

7
1

7
1

7
1

7
時

）
時

）
時

）
時

）
時

）

　
私

た
ち

の
街

の
未

来
は

私
た

ち
の

手
で

一
ど

う
し

た
ら

　
　

　
　

　
　

　
は

ね
か

え
せ

る
の

?
米

軍
基

地
の

強
化

　
「

世
界

の
中

の
日

米
同

盟
か

、
世

界
の

中
の

憲
法

9
条

か
」

　

　
　

　
　

　
　

一
い

ま
、

世
界

の
中

で
日

本
の

進
路

を
考

え
る

　
1

　
米

軍
基

地
強

化
・

恒
久

化
反

対
の

自
治

体
・

住
民

の
運

動

　
2

　
い

ま
、

自
衛

隊
で

何
が

?
一

米
軍

再
編

下
で

変
貌

す
る

　
　

　
　

　
　

自
衛

隊
を

考
え

る

　
3

　
ア

ジ
ア

の
平

和
を

ど
う

つ
く

る
か

?
ア

ジ
ア

の
平

和
と

　
　

　
　

靖
国

史
観

・
基

地
・

安
保

を
考

え
る

　
4

　
憲

法
9

条
を

守
り

、
戦

争
す

る
国

づ
く

り
に

反
対

す
る

共
同

　
の

輪
を

草
の

根
か

ら

　
5

　
「

有
事

・
国

民
保

護
」

体
制

許
さ

ず
、

平
和

を
守

る
地

域

　
の

共
同

を

　
6

　
国

民
の

い
の

ち
と

く
ら

し
、

安
保

・
基

地
間

題

　
7

　
教

育
基

本
法

を
生

か
し

、
創

造
豊

か
な

教
育

と
文

化
の

交
流

　
8

　
被

爆
地

広
島

か
ら

一
核

兵
器

廃
絶

と
非

核
の

日
本

を
め

ざ
し

て

　
9

　
軍

需
産

業
の

現
場

か
ら

1
0

　
青

年
分

科
会

一
歴

史
認

識
の

共
有

を
通

し
て

未
来

を
ひ

ら
く

動
く

分
科

会
①

　
定

員
1

0
0

～
2

0
0

人

岩
国

基
地

調
査

と
交

流
参

加
費

3
,7

0
0

円

動
く

分
科

会
②

定
員

5
0

～
1

0
0

人

宮
島

散
策

と
住

民
と

の
交

流
参

加
費

1
,0

0
0

円

2006
年
日
本
平
和
大
会
in
岩
国
・
広
島



 

　
集

会
を

終
え

て
駐

車
場

で
眺

め
た

霞
ヶ

浦
は

赤
い

夕
日

が
水

面
に

映
え

て
，

き
ら

き
ら

と
輝

き
眩

し
い

く
ら

い
美

し
い

。
道

の
そ

こ

こ
こ

に
蓮

田
が

広
が

り
，

緑
濃

い
の

ど
か

な
こ

の
土

地
の

上
空

を
戦

争
に

向
け

て
の

日
米

合
同

戦
闘

訓
練

機
が

飛
び

か
い

轟
音

を
撒

き
散

ら
す

。
そ

の
下

で
生

活
す

る
人

々
の

苦
労

は
い

か
ば

か
り

か
･
･
･
。

｢
茨

城
の

空
に

米
軍

機
は

い
り

ま
せ

ん
｣
　

　
　

　
　

　
(井

野
　

禮
子

)

　
百

里
弁

護
団

長
の

内
藤

功
さ

ん
が

，
憲

法
を

武
器

に
米

軍
機

来
る

な
―

と
講

演
し

た
。

百
里

裁
判

で
憲

法
学

者
の

奥
平

康
弘

さ
ん

が
陳

述
し

て
い

る
最

中
，

突
如

裁
判

官
が

傍
聴

人
の

服
装

を
非

難
す

る
発

言
を

し
た

と
言

う
エ

ピ
ソ

ー
ド

が
面

白
か

っ
た

。
会

場
の

文
化

セ
ン

タ
ー

の
前

に
は

霞
ヶ

浦
が

穏
や

か
に

広
が

り
，

平
和

を
願

っ
て

い

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
長

野
　

淳
子

）

　
ー

　
ー

　
ー

　
ー

　
ー

第
三

回
九

条
の

会
東

海
準

備
会

ー
第

三
回

九
条

の
会

東
海

準
備

会
ー

第
三

回
九

条
の

会
東

海
準

備
会

ー
第

三
回

九
条

の
会

東
海

準
備

会
ー

第
三

回
九

条
の

会
東

海
準

備
会

ー

映
画

鑑
賞

，
石

狩
鍋

賞
味

、
そ

し
て

　
　

　
　

　
楽

し
い

語
ら

い
に

参
加

し
て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

東
海

村
平

和
委

員
会

　
加

藤
　

岑
生

　
1

0
月

2
8

日
（

土
）

1
4

時
か

ら
舟

石
川

コ
ミ

セ
ン

で
九

条
の

会
東

海
準

備
会

で
は

語
継

ぐ
「

昭
和

と
戦

争
」

8
巻

の
う

ち
第

1

巻
「

満
蒙

開
拓

に
か

け
た

夢
―

王
道

楽
土

は
わ

れ
ら

の
手

で
―

」

（
D

V
D

，
6

0
分

）
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
で

映
写

し
て

鑑
賞

し
ま

し
た

。
そ

の
後

，
久

慈
川

と
は

い
か

な
い

仙
台

沖
で

採
れ

た
鮭

を

石
狩

鍋
に

平
和

委
員

会
会

長
の

川
崎

さ
ん

を
中

心
に

み
ん

な
で

調
理

し
，

楽
し

く
和

気
あ

い
あ

い
と

つ
つ

き
な

が
ら

感
想

を
述

べ
ま

し
た

。

　
参

加
者

は
1

5
人

で
し

た
が

そ
れ

ぞ
れ

感
想

を
述

べ
，

昭
和

一
桁

の
方

か
ら

当
時

の
こ

と
を

述
べ

，
是

非
全

巻
を

見
て

み
た

い
と

自
分

が
飛

行
機

に
興

味
が

あ
り

航
空

学
校

（
少

年
を

集
め

て
い

た
）

に

あ
こ

が
れ

て
い

た
体

験
な

ど
当

時
の

こ
と

を
詳

し
く

お
話

し
て

く
れ

ま
し

た
。

関
連

し
た

お
話

は
た

く
さ

ん
有

り
ま

し
た

が
こ

こ
で

は
割

愛
し

ま
す

。

私
は

こ
の

映
画

で
は

そ
の

後
の

満
蒙

開
拓

団
の

悲
劇

の
序

章
と

し

て
描

か
れ

て
い

ま
す

が
「

関
東

軍
」

と
当

時
の

政
府

の
謀

略
で

満

州
帝

国
を

建
国

し
た

こ
と

，
そ

の
背

景
の

思
想

動
員

が
映

像
を

通
し

て
理

解
で

き
た

こ
と

。
し

か
し

，
開

拓
団

の
楽

し
げ

に
「

収
穫

を

喜
ぶ

運
動

会
」

興
じ

る
背

景
に

満
州

に
住

ん
で

い
た

人
々

の
悲

惨
な

苦
し

み
つ

い
て

は
映

像
化

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
そ

の
点

で
は

物
足

り
な

さ
を

感
じ

，
日

本
と

中
国

が
協

力
し

て
歴

史
を

正
し

く
す

る
必

要
性

を
感

じ

た
。

最
後

に
会

の
連

絡
者

を
4

人
か

ら
7

人
に

す
る

こ
と

を
確

認
し

，
第

2
巻

の
鑑

賞
な

ど
を

含
め

次
回

の
企

画
を

決
め

て
も

ら
う

こ
と

に
し

ま
し

た
。

　　 　　　
1

0
1

0
1

0
1

0
1

0
・・ ・・・

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

　
県

民
集

会
に

参
加

し
て

　
　

　
（

つ
く

ば
み

ら
い

平
和

ﾆｭｰｽ第
4

号
よ

り
転

載
）

　
全

国
の

平
和

運
動

を
励

ま
し

て
い

る
百

里
基

地
「

く
の

字
」

誘

導
路

の
基

地
反

対
地

主
が

車
椅

子
で

集
会

に
参

加
し

て
い

た
。

「
茨

城
を

平
和

運
動

の
発

信
地

に
し

よ
う

」
と

内
藤

さ
ん

が
強

調
し

て
い

た
。

そ
の

た
め

「
私

た
ち

の
平

和
の

会
で

は
何

が
出

来
る

か
」

と

考
え

さ
せ

ら
れ

た
集

会
で

し
た

。
　

　
　

　
　

　
（

芦
田

　
洋

治
）

　
「

北
」

の
核

の
脅

威
を

あ
お

り
た

て
，

憲
法

，
教

育
を

戦
争

す

る
国

づ
く

り
，

人
づ

く
り

に
改

め
る

こ
と

を
公

言
す

る
政

権
の

も

と
，

今
こ

そ
在

日
米

軍
再

編
反

対
の

声
を

大
き

く
し

な
く

て
は

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(井
上

　
文

晴
)

　
内

藤
さ

ん
の

話
は

自
分

の
知

ら
な

い
こ

と
ば

か
り

で
し

た
。

そ
の

中
の

一
つ

「
百

里
の

米
軍

が
来

る
こ

と
は

沖
縄

と
同

じ
基

地
に

な
っ

て
い

く
こ

と
」

人
事

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
人

た
ち

が
多

い
と

思

う
。

「
茨

城
に

米
軍

機
は

い
ら

な
い

」
の

闘
い

を
一

点
で

，
知

ら

せ
，

学
習

し
，

行
動

し
て

い
こ

う
と

思
い

ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
研

労
協

事
務

局

　
1

0
月

2
0

日
午

後
6

時
か

ら
つ

く
ば

市
竹

園
公

園
で

5
6

0
名

の

参
加

で
開

か
れ

ま
し

た
。

　
集

会
は

茨
城

労
連

、
県

国
公

労
連

、
共

産
党

、
新

社
会

党
の

来

賓
挨

拶
に

続
き

、
独

立
行

政
法

人
の

労
働

組
合

,民
間

労
組

,市
民

団

体
の

代
表

6
人

の
平

和
と

暮
ら

し
を

守
る

決
意

表
明

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

　
特

に
、

北
朝

鮮
の

核
開

発
の

問
題

、
安

倍
内

閣
の

教
育

基
本

法

改
悪

な
ど

緊
張

感
あ

ふ
れ

る
報

告
と

な
り

ま
し

た
．

　
今

年
,初

め
て

民
主

党
と

市
民

ﾈ
ｯ
ﾄ
の

各
市

議
に

集
会

へ
の

案
内

を

出
し

ま
し

た
と

こ
ろ

、
民

主
党

所
属

の
議

員
か

ら
「

平
和

憲
法

を

尊
重

す
る

取
り

組
み

を
進

め
た

い
」

と
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

　
集

会
後

、
2

台
の

宣
伝

ｶ
ｰ
で

T
X

つ
く

ば
駅

を
通

り
デ

モ
行

進
し

ま
し

た
．

事務局便 事務局便 事務局便 事務局便 事務局便

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

・・ ・・・
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
 国

際
反

戦
デ

ー
県

南
大

集
会

　
　
　

                                                    
（

芦
田

　
幸

枝
）

　
安
倍
さ
ん
本
当
に
憲
法
変
え
ち
ゃ
う
気
で
す
か

　
　

　
憲

法
に

関
心

の
あ

る
方

　
　

自
由

に
参

加
し

て
み

ま
せ

ん
か

｢憲
法
」
っ
て
な
ー
に
？

　
　
　

九
条
を
｢世
界
遺
産
」
に
？

　
　
　

「
9
条
の
会
」
っ
て
な
ー
に
？

日
時
　
11
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
2
時

映
画
｢731

部
隊
」

　
　
　

午
後
2
時
～
3
時
30
分
自
由
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

場
所
　
大
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ
ン
タ
ー
　
1
階

主
催

美
和
・
緒
川
平
和
の
会
・
お
お
み
や
平
和
の
会

新
日
本
婦
人
の
会
常
陸
大
宮
支
部

　今、事務所で

広告社員が

作ってきた新

聞意見広告祖

案を、ああでも

ない、こうだと

理屈をつけ

練っている。

　いいのがで

出来るだろう

が、肝心の賛同

者の集約が良

くない。各地は

選挙で忙し

い？かも。

　選挙も、改憲

阻止もガンバ

ロウ！　（ま）


